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○ 松山東警察署庁舎等整備費 １，４６８，０２７
県内最大の事案対策拠点かつ災害時の活動拠点となる松山東警察署の建替整備を行う。
1 ＳＲＣ10Ｆ 延面積 8,695.20㎡

Ｓ  4F 延面積 1,750.00㎡
W  2F 延面積 178.86㎡
W  1F 延面積 91.10㎡

2 事 業 期 間 平成30年度～令和6年度(令和5年2月に新庁舎で業務開始予定)
3 3年度事業 庁舎新築工事
（国1/2、県1/2）
（県有施設更新整備基金を充当）

交通安全施設等整備事業費 ５１４，８４０
交通管制センター 管制センター高度化更新など
信号機の高度化等 交通信号機改良など
通学路対策 交通信号機新設、横断歩道（高輝度）など
円滑化対策 交通信号機新設、灯器増灯など
（国1/2、県1/2）

警察施設非常用発電設備等改修費 ２３，７３６
西条警察署の非常用発電設備の移設等を行う。
屋外型キュービクルの新設

車両整備費 ２５，０４０
車両の減耗更新 41台

県単独交通安全施設整備事業費 １７７，６５０
1 交通灯器新設 （歩行者用灯器）
2 道路標識新設・更新 （路側標識、大型標識）
3 道路標示新設・更新 （横断歩道、実線標示、図示標示）

警察安全相談員設置費 ２５，９０５
1 設置場所

警察本部及び6警察署　9人
2 業　　　務

ストーカー、ＤＶ問題等の各種警察安全相談など公権力を伴わない職務

交番相談員設置費 ８０，１０４
1 設置場所

22交番　28人
2 業　　　務

遺失物の受理、地理教示、各種相談など公権力を伴わない職務

スクールサポーター設置費 １２，０９５
1 設置場所

警察本部及び2警察署　4人
2 業　　　務

少年の非行防止及び立ち直り支援、少年い集場所解消対策、学校等における児童生徒の
安全確保対策、地域安全情報の把握と提供など公権力を伴わない職務
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犯罪被害者対策費 １，２３３
1 被害者への情報提供及び精神的被害回復への支援

被害者用手引書、カウンセリングアドバイザー3人、被害少年サポーター22人など
2 捜査過程における二次的被害の防止及び軽減

犯罪被害者等への一時避難場所の確保に係る経費の公的負担など

◎ 犯罪被害者等ドッグセラピー事業費 ３，３０６
セラピー犬を育成し、犯罪被害者や遺族の精神的被害の軽減を図る。
1 セラピー犬の育成

認定試験に向けた訓練の実施及び受験
2 ドッグセラピーの活用
（「三浦保」愛基金を充当）

◎ 警察安全・安心情報配信システム整備費 ７，４６２
犯罪等の早期解決や県民の防犯意識の向上を図るため、警察情報の一括配信システムとスマートフォン
向け防犯アプリを整備する。
1 一括配信システム

犯罪発生や不審者情報などを防犯アプリや電子メール等により県民や金融機関に一斉送信
2 防犯アプリ

特殊詐欺発生情報等のプッシュ通知、犯罪等発生場所のマップ表示、県警への情報提供、
配信情報の種別や地域の設定など

◎ 特殊詐欺被害疑似体験事業費 １，４４９
高齢者を特殊詐欺被害から守るため、体験型防犯講座の開催に必要な機器を整備する。
1 整備内容 迷惑電話防止機器及び自動通話録音機器
2 整備場所 警察本部及び10署
（「三浦保」愛基金を充当）

○ 航空機点検管理費 ７２，０３９
警察用航空機の12か月点検及び800時間点検整備に要する経費

通信指令システム運用費 １１４，４５５
1 地図情報検索システム 5 長時間録音装置
2 固定・携帯電話発信地表示システム 6 カーロケータシステム
3 110番情報管理装置 7 緊急配備システム
4 110番署端末 8 大型表示システム　など

放置車両確認事務委託費 １５，８９５
良好な駐車秩序の確立を図るため、放置車両確認事務を民間委託する。
1 委託業務 違反事実の確認及び標章取り付け
2 委託法人 駐車監視員資格取得者を雇用し、公安委員会へ登録している法人
3 委託区域 松山東・今治警察署管内


